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大
場 

清
之 

65歳 
長沢１ 

当１回 

 財政難の中での自立か合併かの

議論をしながら、活力ある舟形町

を考えます。人口減が続く流れに

いかに歯止めをかけるか、雇用の

場の創設が重要課題だと考え、そ

れらに取り組みます。 

 地域産業の振興、少子化対策等

に取り組んでいきます。 

加
藤 

憲
彦 

60歳 
堀　内 

当１回 

 町民と行政が連携して地域づく

りに取り組み、その施策に対して、

責任をもって、効果のある事業施

策の実現に全力を傾注いたします。

　防災・防犯・事故防止・食の安

全等、郷土の保全と福祉の確立を

目指します。 

沼
澤 

正
則 

42歳 
舟形１ 

当１回 

 有権者の皆様の熱い期待に応え

るべく、教育の充実・雇用の促進・

長寿の町づくりについて、議員の

方々と政策協力し、執行部の方々

とともに、日本一の舟形町づくり

に邁進いたします。 

　ＴＲＹ　ＭＹ　ＢＥＳＴ！ 

叶
内 

富
夫 

63歳 
長沢２ 

当２回 

　活気ある町づくりの為に、若者

が安心して生活・子育てしやすい

環境と魅力ある町に、若者の定住

促進をはかり子供の遊び声がこだ

まする町をつくります。町民が主

役の町づくりの原点に戻り、町民

の期待に応え、長期的行財政の健

全化に真剣に取り組みます。 

野
尻 

益
夫 

60歳 
内山 

当２回 

　町民が安心して定住できる町づ

くり、山や川を利用し、清流小国

川の若鮎を利用した観光誘致、若

者の定住、お年寄りが安心して過

ごせる町づくりを進めます。 

　また、ここで生まれて町外に行

かれた人も帰りたくなる、夢と愛

着の持てるように努力いたします。 

信
夫 

正
雄 

63歳 
富田２ 

当３回 

　厳しい財政の中ではありますが、

町の将来を左右する課題について

は積極的に取り組んでいかなけれ

ばならないと考えます。最上郡内

の町村の中でも舟形町の行政内容

が良い意味でいつも一歩先んじて

いるような町づくりをしたいと考

えます。 

八
鍬 

　
太 

53歳 
紫山 

当３回 

　都市と地方や地域間の格差が拡

大する中、効率的な財政運営のた

めには課題の選択と集中的な改革

が求められ、行政と住民が一体と

なった対応が必要です。きめ細や

かな情報の提供と町民の積極的な

行政参画を図りながら透明性の高

い町づくりを目指します。 

佐
藤 

　
勝 

69歳 
舟形４ 

当６回 

　皆様の暖かいご支援を賜り再度

当選出来ました。私はリンカーン

の言葉を私なりに解釈し、「普通

の人の普通の人による普通の人の

為の政治」をモットーにして、町

民の福祉向上に頑張っていきたい

と決意しています。 

森 

　
　
晃 

62歳 
富田１ 

当４回 

　舟形町に自信と誇りを持てるよ

うな町づくりを町民の皆様と共に

創造していきます。 

 今日まで培ってきた経験を活かし 、

さらなる町政発展と地域福祉向上

に誠心誠意尽くします。 

叶
内 

太
一 

66歳 
長者原 

当３回 

＜誠実と信頼＞ 

 厳しい町の台所事情の中で、町

民一人ひとりが英知をしぼり共有

しながら協働の町づくりを支援し

ていきます。 

 地産地消をモットーに、地域農

業の振興を推進していきます。 

10議席決まる 10議席決まる 
舟形町議会議員選挙 

投票率 

有権者数　　　5,398人 
有効投票数　　4,707人 
確定時刻　午後9時46分 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

当選 

次点 

沼澤　正則（新） 

信夫　正雄（現） 

八鍬　　太（現） 

大場　清之（新） 

加藤　憲彦（新） 

森　　　晃（現） 

野尻　益夫（現） 

叶内　富夫（現） 

叶内　太一（現） 

佐藤　　勝（現） 

原田　久雄（現） 

569票 

527票 

510票 

487票 

485票 

425票 

387票 

357.518票 

332.481票 

327票 

262票 

 

定
数
が

10
名
と
な
っ
て
初
め
て
の
舟
形

町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
22
日
に
執
行
さ

れ
、
現
職
８
名
、
新
人
３
名
が
選
挙
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
開
票
は
即
日
に
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
午
後
９
時
46
分
（
町

選
挙
管
理
委
員
会
確
定
時
刻
）
に
今
後
の

町
政
を
託
す
10
名
の
議
員
が
決
定
し
ま
し

た
。 

 

当
選
さ
れ
た
議
員
の
み
な
さ
ん
は
町
民

の
期
待
と
希
望
を
背
負
い
、
今
後
の
舟
形

町
の
発
展
の
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で

は
、
当
選
さ
れ
た
方
々
を
「
町
政
の
課
題
」

と
「
抱
負（
決
意
）」
を
交
え
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
●
の
番
号
は
議
席
番
号

で
す
。 

 

ま
た
、
改
選
後
初
め
て
の
臨
時
議
会
が

５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選

挙
の
結
果
、
議
長
に
佐
藤
勝
氏
、
副
議
長

に
森
晃
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
委
員
が
決
定
し

ま
し
た
。
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は
左

の
と
お
り
で
す
。 

87.20％ 

各候補者の得票数（敬称略） 

20年ぶりの定数改選 

 

総
務
振
興
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
委
員
長
　
　
信
夫
正
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副
委
員
長
　
大
場
清
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文
教
民
生
常
任
委
員
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叶
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富
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報
広
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長
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長
　
叶
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富
夫 

   

議
会
運
営
委
員
会 

 

　
　
　
委
員
長
　
　
八
鍬
　
太 

 

　
　
　
副
委
員
長
　
叶
内
太
一 

各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長 

� � � 

� � 

� � 

� � � 

新
議
員

新
議
員 

新
議
員 

の
み
な
さ
ん

の
み
な
さ
ん 

の
み
な
さ
ん 

※小数点以下は按分票です。 
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平
成

18
年
度
に
舟
形
町
か
ら
排
出
さ
れ

た
ご
み
の
量
は
１
，
６
０
９
ト
ン
で
、
一

人
当
た
り
２
日
で
1.2
㎏
以
上
ご
み
を
排
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
は
平
成
10
年
と

比
べ
る
と
２
倍
近
く
に
も
増
加
し
て
い
ま

す
。（
図
｜
１
） 

 

物
が
あ
ふ
れ
、
食
事
も
豊
か
に
な
っ
た

の
と
比
例
し
、
ご
み
が
増
え
て
い
る
と
い

う
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

中
で
も
燃
え
る
ご
み
の
量
が
著
し
く
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度
の
エ
コ
プ

ラ
ザ
も
が
み
（
燃
え
る
ご
み
処
理
施
設
）

の
稼
働
と
同
時
に
一
気
に
２
倍
近
く
に
ま

で
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル

類
を
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　「
燃
や
せ
ば
灰
に
な
る
か
ら
い
い
」と
言

う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ご
み
の
量
が
増

え
れ
ば
、
焼
却
施
設
の
維
持
経
費
が
増
大

し
、
し
い
て
は
焼
却
炉
の
熱
や
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素（
CO2
）及
び
、
そ
の
他
の
気

体
な
ど
が
地
球
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。 

　
町
の
財
政
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
あ

る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
人
間
が
生
活
し
て
い
く
上
で
必
ず
ご
み
は
出
ま
す

。 

 

そ
れ
に
よ
り
、
ご
み
処
理
に
も
費
用
が
か
か
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
み
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
す
の
か
。
今
や
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
未
来
へ
の
責
任
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
努
力
な
し
で
は
、
決
し
て
ご

み
は
減
り
ま
せ
ん
。 

【
面
倒
だ
け
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
】 

 

今
で
は
多
く
の
物
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、 

①
カ
ン
や
ビ
ン
は
洗
っ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
ま
し
ょ
う
。 

②
食
品
ト
レ
ー
や
牛
乳
パ
ッ
ク
は
洗
っ
て
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し

ま
し
ょ
う
。 

③
紙
は
名
刺
よ
り
大
き
い
サ
イ
ズ
は
す
べ

て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
資
源
回
収
の

際
に
出
す
よ
う
、家
庭
で
分
別
し
ま
し
ょ
う
。 

【
意
外
と
便
利
、
マ
イ
バ
ッ
グ
】 

　
レ
ジ
袋
は
年
間
１
人
当
た
り
３
０
０
枚

以
上
使
用
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
は
、
家
庭
に
持
ち
帰
れ
ば
ご
み

と
な
り
ま
す
。
買
い
物
の
際
は
マ
イ
バ
ッ

ク
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
よ
う
努
力

し
ま
し
ょ
う
。 

   

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
ば
〝
終
わ
り
〞
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
回
収
、
焼
却
、
埋
め

立
て
、
残
灰
処
理
、
な
ど
多
く
の
人
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を

理
解
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
ご
み
を
出

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

　
最
上
管
内
の
燃
え
る
ご
み
は
鮭
川
村
川

口
の『
エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み
』で
、
燃
え
な

い
ご
み
は
舟
形
町
太
折
の
『
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
も
が
み
』
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

両
施
設
は
主
に
最
上
管
内
の
市
町
村
か

ら
の
負
担
金
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
平
成

18
年
度
に
舟
形
町
が
支
払
っ
て
い
る
負
担

金
は
約
５
，０
０
０
万
円
と
大
変
高
額
で
す
。 

 

平
成

10
年
度
の
負
担
金
と
比
べ
る
と
約

2.4
倍
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み
が
稼
働
し
た

平
成
15
年
と
比
べ
て
も
約
1.5
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
｜
２
） 

 

こ
れ
は
、
ご
み
の
量
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
伴
う
燃
料
コ
ス
ト
の
増
加
や
、
施

設
の
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
要

因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

間
接
的
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
税
金
が
負
担
金
と
し
て
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
下
さ
い
。 

 

 私なりにではあり

ますがごみ減量化に

は積極的に取り組ん

でいます。 

 食品トレーはスー

パーの回収ボックス

に必ず出しています。

また、買い物の際は

マイバックと生鮮食

料品を入れるための

発泡スチロールを持っていきます。 

 生ごみについては、以前は畑で自家処理

していましたが、最近は燃えるごみに出し

ています。水分が多いときは、新聞に包ん

でからビニール袋に入れ、それから指定の

ゴミ袋に捨てていて、ちょっと過剰かなと

思うこともあります。 

 紙類は子供会や婦人会の資源回収の際に

出していますが、多いときは家に置けなく

なってしまうので、月１回くらい紙類の回

収も実施して欲しいですね。 

　仕事や家事、育児

などで分別やリサイ

クルにまで手が回ら

ないときがあります。

家族全員が同じよう

に意識を持って、協

力しあうことが大切

だと思います。ごみ

として出すのが一番

簡単ですが、捨てて

しまえばごみ、リサイクルすれば資源だと

感じています。 

　カンやビン、食品トレーのリサイクルは

必ず実行しています。また、生ごみの水切

りバケツを５年ほど前から使用しています。

三角コーナーで十分に水を切ったつもりでも、

バケツ内には結構水が落ちていて、効果が

あるんだなあと実感しています。 

　これから、更にごみ減量化を進めるため

にも、ごみ処理やリサイクルについて地域

で学ぶ機会があってもいいなと思います。 

家
庭
ご

家
庭
ご
み
は
本
当
本
当
に 

減
ら
せ
る
の
か
？ 
家
庭
ご

家
庭
ご
み
は
本
当
本
当
に 

減
ら
せ
る
の
か
？ 
家
庭
ご
み
は
本
当
に 

減
ら
せ
る
の
か
？ 

佐藤真智子さん 
（長尾） 

奥山ゆかりさん 
（福寿野） 

 <

１
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量>

 

250 

200 

150 

100 

50 

0

（トン） 

粗大ごみ 
資源ごみ 

（万円） 

（年度） 

（年度） 

H10 H11 H12 H13 H14

〔図－1　ごみの量の推移〕 

〔図－2　町が支払っている負担金〕 

H15 H16 H17 H18

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

ごみって減らせるの？ 

家 庭 か ら  

特集 ごみって減らせるの？ 特集 

エコプラザもがみ 
稼働 

燃
え
な
い
ご
み 

燃
え
る
ご
み 

<

ご
み
増
加
が
も
た
ら
す
影
響>

 <

努
力
な
し
で
は
ご
み
は
減
ら
な
い>

 <

持
っ
て
い
ま
す
か
、
思
い
や
り>
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ごみって減らせるの？ 特集 ごみって減らせるの？ 特集 

生
ご
生
ご
み
の
水
切
水
切
り
で
家
庭
ご

家
庭
ご
み
の
減
量
減
量
を
目
指
目
指
そ
う 

   

最
上
管
内
で
は
、
生
ご
み
も
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。 

 

生
ご
み
は
燃
え
る
ご
み
の

40
％
以
上
を

占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
80
％
が
水
分

で
す
。
つ
ま
り
水
を
燃
え
る
ご
み
と
し
て

処
理
し
て
い
る
現
状
な
の
で
す
。 

 

こ
の
水
分
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
ご
み
全
体
の
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

   

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
火
を
消
す
場

合
に
は
水
を
使
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
は

燃
え
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
、
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分

は
焼
却
炉
内
の
温
度
低
下
の
原
因
と
な
り
、

燃
料
費
の
増
加
や
焼
却
炉
破
損
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

ま
た
、

800
℃
以
上
の
高
温
を
保
ち
完
全

燃
焼
さ
せ
な
い
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
発
生
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

   

生
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
に
は
水
切
り

バ
ケ
ツ
が
有
効
で
す
。
水
切
り
バ
ケ
ツ
は

〝
外
バ
ケ
ツ
〞
と
〝
内
バ
ケ
ツ
〞
に
分
か

れ
て
い
て
、
余
分
な
水
分
が
取
り
除
か
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

町
衛
生
組
合
連
合
会
で
は
、
ご
み
減
量

化
の
対
策
と
し
て
、
こ
の
水
切
り
バ
ケ
ツ

に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
。 

 

方
法
は
左
の
図
の
と
お
り
で
、
定
期
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
記
入
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
方
法
／
左
の
図
の
と
お
り 

▼
配
布
物
／
参
加
さ
れ
る
方
に
は
、
調
査

で
使
用
す
る
水
切
り
バ
ケ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
は
か
り
は
各
自
準
備
し
て
下
さ
い
。 

▼
〆
切
／
６
月
15
日
（
金
） 

▼
募
集
人
数
／
15
名 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
衛
生

組
合
連
合
会
事
務
局 

�（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
353
） 

生
ご
生
ご
み
の
水
切
水
切
り
で
家
庭
ご

家
庭
ご
み
の
減
量
減
量
を
目
指
目
指
そ
う 
生
ご
み
の
水
切
り
で
家
庭
ご
み
の
減
量
を
目
指
そ
う 

〝
水
切
り
バ
ケ
ツ
調
査
隊
〞
参
加
者
大
募
集 

空バケツの重さ 

はかりで計測してね 

最初だけ測る 

月日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

月　　日 

バケツ＋ 
生ごみ＋水 

バケツ＋ 
水だけ 

さて、どのくらい 
減らせるのかな？ 

家庭ごみの４割を占める 
生ごみの水切りに 

挑戦! !  

生ごみ＋水 水だけ 生ごみ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

ｇ 

計算してね 

ちょっ
と 

スッキ
リ 

したか
しら～

？ 

ど
の
く
ら
い
水
が
切
れ
た

か
計
算
だ 

内
バ
ケ
ツ
を
戻
し
て 

も
う
一
回
計
算
だ 

内
バ
ケ
ツ
を
外
し
て

ご
み
を
捨
て
よ
う 

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

ら
計
測
し
よ
う 

三
角
コ
ー
ナ
ー
か
ら

ご
み
を
捨
て
よ
う 

内
バ
ケ
ツ
も
付
け
て

計
測
だ 

① ② ③ ④ 

生ごみを捨ててね 
いっぱいになったら 
計ってみよう 

内バケツのゴミは 
ゴミ袋へ 

内バケツを戻して、 
フタをして測ってネ。 

内バケツを 
入れて測ってね。 

<

水
を
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
か
？>

<

水
っ
て
燃
え
る
の
？>

<

〝
水
切
り
調
査
〞
参
加
大
募
集>
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ま
と
い 

１
．
消
防
庁
長
官
表
彰 

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
４
分
団
元
副
分
団
長
　
野
尻
　
秀
幸 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
清
作 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
阿
部
　
　
勇 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
楢
沢
　
直
樹 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
周
英 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
千
代
喜 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
伊
藤
　
正
則 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
庄
助 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斎
藤
　
昭
則 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
高
橋
　
昭
則 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
辺
　
二
郎 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
松
本
　
健
一 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
工
藤
　
政
一 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
伊
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
石
山
　
裕
幸 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
加
藤
　
生
吾 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
鎌
田
　
　
誠 

２
．
山
形
県
知
事
表
彰 

○
金
条
章 

　
第
５
分
団
第
９
部 

 

○
特
別
功
労
章 

　
第
５
分
団
分
団
長
　
　
　
早
坂
　
　
守 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
寿
郎 

 

○
功
労
章 

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
　
伊
藤
　
　
修 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
伊
藤
　
光
信 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
正
敏 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
成
沢
　
信
一 

○
功
績
章 

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
　
斉
藤
　
智
仁 

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
　
成
澤
　
勝
也 

　
第
７
分
団
副
分
団
長
　
　
森
　
　
正
志 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
和
義 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
富
樫
　
雅
人 

 

○
精
練
章 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
豊
通 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
秀
樹 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
洋
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
高
橋
　
純
康 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
利
彦 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
矢
作
　
照
彦 

 

○
家
族
功
労
者 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
沼
澤
　
秀
勝（
妻
）沼
澤
　
芳
子 

 

○
永
年
勤
続
退
団
者 

　
第
４
分
団
元
副
分
団
長
　
野
尻
　
秀
幸 

　
第
１
分
団
第
16
部
　
　
　
八
鍬
　
庄
助 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
斎
藤
　
昭
則 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
高
橋
　
昭
則 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
清
作 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
阿
部
　
　
勇 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
楢
沢
　
直
樹 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
松
本
　
健
一 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
工
藤
　
政
一 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
斉
藤
　
周
英 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
伊
藤
千
代
喜 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
富
樫
　
伊
一

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
伊
藤
　
正
則 

 

３
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

○
精
績
章 

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
　
渡
辺
　
　
茂 

 

４
．
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰 

○
竿
頭
綬 

　
第
１
分
団 

 

○
優
良
章 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
山
本
　
好
一 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
澤
　
豊
通 

　
第
４
分
団
第
７
部
　
　
　
渡
辺
　
利
春 

　
第
７
分
団
第
14
部
　
　
　
斉
藤
　
公
男 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
仲
野
　
友
康 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
高
橋
　
純
康 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
高
山
　
俊
幸 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
和
幸 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
喜
美
雄 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
山
本
　
好
一 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
和
義 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
和
司 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
弘
幸 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
一
明 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
東
海
林
幸
雄 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
佐
藤
　
　
司 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
洋
一 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
仲
野
　
友
康 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
広
美 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
利
彦 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
博
之 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
静
雄 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
竜
也 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
久
幸 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
善
正 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
後
藤
　
誠
一 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
西
尾
　
　
茂 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
信
喜 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
庄
司
　
直
也 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
幸
光 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
敏
次

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
清
志 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
星
川
　
芳
徳 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
　
隆 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
行
義 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
崇
志 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
山
科
　
秀
樹 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
逸
見
　
秀
明 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
安
達
　
　
理 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
後
藤
　
陽
三 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
小
野
　
和
好 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
小
野
　
昌
寛 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
山
本
都
志
実 

 

５
．
最
上
支
部
長
表
彰 

○
銀
条
章 

　
第
７
分
団
第
13
部 

 

○
優
功
章 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
山
本
　
好
一 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
伊
藤
　
正
美 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
寿
郎 

 

○
家
族
功
労
者 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　 

　
　
　
　
山
本
　
好
一（
妻
）山
本
　
幸
子 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　  

　
　
　
　
森
　
　
正
信（
妻
）森
　
　
明
美 

 

６
．
町
長
表
彰 

○
優
良
団
員 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
阿
部
　
和
己 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
清
志 

　
第
３
分
団
第
５
部
　
　
　
横
尾
　
敏
幸 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
秀
樹 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
小
国
　
高
利 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
田
中
　
利
明 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
35
年
） 

　
副
団
長
　
　
　
　
　
　
　
山
科
　
忠
昭 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
） 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
沼
沢
　
秀
勝 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
大
場
　
邦
好 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
　
洋 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
25
年
） 

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
喜
美
雄 

　
第
１
分
団
第
１
部
　
　
　
山
本
　
好
一 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
和
義 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
森
　
　
正
信 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
和
司 

　
第
３
分
団
第
４
部
　
　
　
沼
沢
　
弘
幸 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
一
明 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
東
海
林
幸
雄 

　
第
７
分
団
第
20
部
　
　
　
佐
藤
　
　
司 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
） 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
洋
一 

　
第
２
分
団
第
17
部
　
　
　
仲
野
　
友
康 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
叶
内
　
広
美 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
利
彦 

　
第
６
分
団
第
15
部
　
　
　
加
藤
　
博
之 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
静
雄 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
伊
藤
　
竜
也 

　
第
２
分
団
第
３
部
　
　
　
伊
藤
　
久
幸 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
佐
藤
　
善
正 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
後
藤
　
誠
一 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
西
尾
　
　
茂 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
小
国
　
　
靖 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
狩
野
　
信
喜 

 

○
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
） 

　
第
４
分
団
第
19
部
　
　
　
庄
司
　
直
也 

　
第
１
分
団
第
10
部
　
　
　
渡
辺
　
幸
光 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
敏
次 

　
第
２
分
団
第
２
部
　
　
　
大
場
　
清
志 

　
第
３
分
団
第
６
部
　
　
　
星
川
　
芳
徳 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
　
隆 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
豊
岡
　
行
義 

　
第
５
分
団
第
８
部
　
　
　
相
馬
　
崇
志 

　
第
５
分
団
第
９
部
　
　
　
山
科
　
秀
樹 

　
第
５
分
団
第
11
部
　
　
　
逸
見
　
秀
明 

　
第
６
分
団
第
12
部
　
　
　
安
達
　
　
理 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
後
藤
　
陽
三 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
小
野
　
和
好 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
小
野
　
昌
寛 

　
第
７
分
団
第
13
部
　
　
　
山
本
都
志
実 

 
７
．
団
長
表
彰 

○
優
良
分
団 

　
第
５
分
団 

 

○
優
良
部 

　
第
１
分
団
第
10
部 

 

○
永
年
勤
続
表
彰 

　
第
１
分
団
分
団
長
　
　
　
渡
部
喜
美
雄 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
佐
藤
　
茂
実 

　
第
３
分
団
第
21
部
　
　
　
庄
司
　
和
義 

 

平成19年度 平成19年度 

平成19年度全国統一防火標語 

「火は見てる　あなたが離れる　その時を｣ 「火は見てる　あなたが離れる　その時を｣ 

　
平
成

　
平
成
19
年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
（
日
）
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
（
日
）
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
し
た
。 

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
行
進
、
防
火
の
宣
誓
と
続
き
、
最
後
に
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防

の
行
進
、
防
火
の
宣
誓
と
続
き
、
最
後
に
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
０
０
名
が
４

団
員
約
４
０
０
名
が
４

列
縦
隊
と
な
っ
て
、
中
央
公
民
館
前
の
通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し

列
縦
隊
と
な
っ
て
、
中
央
公
民
館
前
の
通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た

ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
と
、
火
災
防
御
訓
練
も

と
、
火
災
防
御
訓
練
も

披
露
さ
れ
ま
し
た

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
予
防

責
任
を
持
っ
て
、
予
防

消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い

力
を
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
」
。
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が

た
い
」
。
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
19
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す

年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
平
成
19
年
度
春
季
消
防
演
習
が
、
５
月
５
日
（
日
）
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
猿
羽
根
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
勇
壮
な
纏
太
鼓
で
幕
を
開
け
た
演
習
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
行
進
、
防
火
の
宣
誓
と
続
き
、
最
後
に
加
藤
団
長
を
先
頭
に
消
防
団
員
約
４
０
０
名
が
４

列
縦
隊
と
な
っ
て
、
中
央
公
民
館
前
の
通
り
を
堂
々
と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。 

　
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ
る
救
出
救
助
訓
練
と
、
火
災
防
御
訓
練
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
統
監
を
務
め
る
伊
藤
町
長
は
団
員
に
「
消
防
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
予
防

消
防
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
」
。
と
告
辞
。
最
後
に
各
部
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
の
消
防
関
係
功
労
者
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

19
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は
じ
め
に 

  

２
０
０
１
年
９
月

11
日
、
ア
メ
リ
カ

で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、
一
瞬
に

し
て
約
３
，
０
０
０
人
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
世
界
各
地
で

テ
ロ
が
発
生
し
て
お
り
、
２
０
０
２
年

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
爆
弾

テ
ロ
が
発
生
し
、
約
２
０
０
人
が
死
傷
。

ま
た
、
２
０
０
４
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
の

マ
ド
リ
ー
ド
で
列
車
爆
破
テ
ロ
が
発
生

し
１
，
２
０
０
人
以
上
が
死
傷
す
る
な

ど
、
無
差
別
テ
ロ
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
日
本
で
は

、

近
隣
諸
国
の
脅
威
を
語
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
北
朝
鮮
は
２
０
０
６
年
に

ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
行
う
な
ど
、
そ

の
行
為
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の

脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
２
次
世
界
大
戦
か
ら

60
年
以
上
が

経
過
し
、
平
和
と
安
全
に
包
ま
れ
始
め

た
日
本
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
武
力
攻

撃
や
テ
ロ
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
た
ら
い
い
の
か
を
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

国
民
保
護
法
っ
て
何
？ 

  

平
成

16
年
に
施
行
さ
れ
た
国
民
保
護

法
（
正
式
名
称
‥
「
武
力
攻
撃
事
態
等

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
」
）
は
武
力
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
、
国
民
の
生
命
や
財
産
の

保
護
を
最
大
の
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
国
民
の
生
活

や
経
済
へ
の
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う

国
、
県
、
町
な
ど
が
連
携
し
対
処
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

舟
形
町
国
民
保
護
計
画
を
策
定 

  

国
民
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、
町
は

国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
昨
年
か

ら
県
の
計
画
を
も
と
に
、
町
と
し
て
の

計
画
づ
く
り
を
始
め
、
有
識
者
等
で
構

成
さ
れ
る
舟
形
町
国
民
保
護
協
議
会
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
原
案
を
作
成
し

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
今
年
１
月
山
形
県
知
事
と

の
協
議
を
終
え
、
舟
形
町
議
会
３
月
定

例
会
に
報
告
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
同

計
画
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
今
後
、
詳
細
の
行
動
計
画
に
つ
い
て

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
の
掲
載
に
つ
い
て
は
概
要
を

町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

１ 

避
難 

 

武
力
攻
撃
が
迫
る
な
ど
し
た
場
合
、
町

は
消
防
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防

災
無
線
な
ど
を
通
じ
て
町
民
の
避
難
を
呼

び
か
け
ま
す
。 

　
こ
の
際
は
県
か
ら
避
難
が
必
要
な
地
域

や
避
難
先
、
避
難
方
法
な
ど
が
指
示
さ
れ

ま
す
。 

 

２ 

救
援 

 

実
際
に
避
難
の
必
要
が
あ
っ
た
場
合

、

町
は
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

食
糧
や
生
活
用
品
、
医
療
な
ど
の
提
供

を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
住
民
の
安
否
情
報
の
把
握
も

行
い
ま
す
。
こ
の
際
は
、
安
否
情
報
の

照
会
窓
口
を
設
け
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
そ
の
情
報
を
収
集
し
、

町
民
へ
周
知
も
行
い
ま
す
。 

 

３ 

災
害
対
処 

 

武
力
攻
撃
に
よ
り
火
災
や
堤
防
の
決
壊

、

道
路
の
閉
鎖
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
町

は
消
防
や
警
察
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
そ
れ
に
対
処
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
放
射
性
物
質
や
有
毒
物
質
が
飛

散
し
た
場
合
に
は
警
戒
区
域
を
設
定
し
、

被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。 

～舟形町国民保護計画を策定～ 

舟形町国民保護計画の概要 

○町内における組織体制の整備 
○関係機関との連携体制 
○避難実施要領の策定 
○避難施設の指定 
○研修及び訓練の実施 
○国・県・関係機関の連絡先の把握 
○国民保護に関する啓発 
○基本資料の整備 

○初動連絡先の迅速な確立 
○対策本部の設置 
○通信の確保 
○必要に応じ、自衛隊の部隊等の派遣要請 
○必要に応じ、住民への協力要請 
○警報の伝達 
○避難の指示、通知、伝達 
○救援の実施 
○安否情報の収集、提供 
○武力攻撃災害への対処 

舟
形
町
国
民
保
護
計
画
�
３
つ
の
柱
� 

平素からの備えや予防 武力攻撃事態等への対処 

落
ち
着
い
て 

非
難
し
よ
う 

被
害
を 

最
小
限
に 

食
い
止
め
ま
す
。 

は
い 

ど
う
ぞ 

だいじょうぶ 

ですよ 
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わ だ い ⑤  

わ だ い ①  

鈴木倉　さん100歳 ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ④  

わ だ い ⑤  

　４月25日、銅板鍛金愛好会の講座が開催され 
ました。町で第一人者の阿部忠義さん（木友）は 
 「完成品を見ると自分でも感動してしまうことが 
ある。」と銅板鍛金の魅力を語ってました。 

　５月15日、町防犯協会が中心と 
なって、各小中学校で防犯を呼びか 
けるあいさつ運動が実施され、生徒 
らにティッシュが配られました。 
 

　若あゆ温泉周辺のあゆっこ広場にある、 
縄文竪穴式住居の修復作業が、長沢親和会 
のみなさんのご協力により行われました。 

仙台市の中学生が体験学習 

長沢小でようこそ先輩 
　５月８日、長沢小学校で第４回目となる“よ

うこそ先輩”が行われました。 

　この日は山形市のパレスグランデール総料

理長の高橋正伸氏から、講演と料理姿を披露

していただきました。 

　「料理を作る上で最も大切なのは「愛情」。

お母さんの料理がおいしいのは愛情がいっぱ

い入っているからだよ。」と高橋さん。後半

の料理実演では肉団子など３品を調理して下

さいました。６年生の伊藤鉱樹くんは「すご

くかっこいい。僕も料理ができる男になりた

い。」と感想を述べてくれました。 

わ

だ

い

②

 

舟形小で自転車教室 
　４月20日、舟形小学校グラウンドで自転

車教室が開催され、３～６年生が自転車の

乗り方を学びました。グラウンドには模擬

道路が白線で描かれ、交差点では鈴木舟形

駐在さんの手信号に従い、きびきびと取り

組んでいました。 

　児童らは「普段と違う勉強ができて楽し

かった」「自転車の乗り方を教えてもらっ

たので生活の中でも役立てたい」などと感

想を述べてくれました。 

　自転車も交通ルールを守って、事故に遭

わないように注意しましょう。 

　５月14日、民生児童委員の日にあわせ、各小中

学校においてあいさつ運動が実施されました。 

　民生児童委員は町民の立場に立ってみなさんの

暮らしを支援する方で、厚生労働大臣の委嘱を受

けボランティアで活動しています。 

　具体的には担当地区を中心に、暮らしで困って

いる方や悩みを抱えている方の相談に応じたり、

保健・福祉に関して町民と行政の橋渡しなどの活

動を行っています。 

　日々の生活などでお困りの際は是非ご相談下さい。 

各地域の担当委員の方は次のとおりです。 

わ

だ

い

③

 

わ

だ

い

⑥

 

　５月３日に数え100歳を迎える鈴木倉　さん（長

者原）へ、町で14人目となる長寿褒章が送られ

ました。この日は鈴木さんの自宅へ伊藤町長、佐

藤議長、叶内民生児童委員が訪れ、賀詞、祝い金

などが手渡されました。今でも鶏を飼い、炊事や

洗濯などの家事も自ら行っている鈴木さん。「一

人ではここまで生きられなかった。妻をはじめ多

くの人に支えられて生きてきた。この喜びは言葉

に表せない。」と感謝の言葉を語って下さいました。 

　５月15日から16日にかけて仙台市立五橋中学校の生徒

175名が課外授業で舟形町を訪れました。初日は堀内田植

え踊りの歓迎を受けた後、実際に田植えに挑戦しました。 

　その後、73軒の民家に別れて宿泊しました。生徒らは「み

んな優しくて、家族みたいに接してくれて嬉しかった」

と感想を述べてくれました。 

　２日目は畑作業や牛の乳搾り、蜜蝋づくりなどを体験し、

舟形町でのメニューを終えました。 

　町では、これからも自然や農業を活用した体験学習の

受け入れを積極的に実施していく方針です。 

ドライブマナーアップキャンペーン 

　５月14日、交通安全対策推進協議会と交通安全協会

舟形支部と交通安全母の会が中心となりドライブマナ

ーアップキャンペーンが行われました。 

　参加した10名は、会場の国道13号線脇の駐車場で、

交通安全を呼びかけるチラシとティッシュなどをドラ

イバーへ手渡していました。 

　参加した方は「今年の春の交通安全県民運動は子ど

もと高齢者の事故防止をテーマに行われるが、飲酒運

転の根絶にも力を入れて取り組みたい。」と語ってく

れました。 

民
生
児
童
委
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

 

　   氏　　　　　　名 

�　橋　勝　雄（　　　　） 
伊　藤　優美子（　　　　） 

齋　藤　衣　子（　　　　） 

叶　内　貞　夫（　　　　） 

伊　藤　早　浪（　　　　） 

沼　澤　俊　雄（　　　　） 

星　川　賢　二（　　　　） 

沼　澤　紀美子（　　　　） 

�　橋　幸　子（　　　　） 
伊　藤　　　宏（　　　　） 

八　鍬　信　子（　　　　） 

海　藤　安　一（　　　　） 

 

野 

幅 

内　山 

長沢３ 

大　平 

一の関 

舟形１ 

舟形３ 

舟形３ 

舟形４ 

紫　山 

沖の原 

担当地区 

野 

幅・長尾 

内山 

長沢２．３ 

大平 

経壇原・一の関 

舟形１．２ 

舟形３  

舟形３（住宅周辺） 

舟形４ 

紫山・鼠沢・向山 

沖の原 

担当地区 

西堀・木友 

小松・長者原 

福寿野・馬形 

富田１．２ 

太折 

堀内・瀬脇 

実栗屋 

洲崎・横山 

真木野・新堀 

西又・松橋 

主任児童委員 

長沢１担当兼主任児童委員 

 

西　堀 

長者原 

福寿野 

富田２ 

太　折 

堀　内 

実栗屋 

洲　崎 

新　堀 

松　橋 

舟形４ 

長沢１ 

　   氏　　　　　　名 

鈴　木　博　子（　　　　） 

叶　内　志保子（　　　　） 

平　賀　健　一（　　　　） 

加　藤　谷　子（　　　　） 

庄　司　正　宏（　　　　） 

加　藤　良　子（　　　　） 

門　脇　壽　孝（　　　　） 

阿　部　澄　子（　　　　） 

海　藤　吉　一（　　　　） 

松　井　隆　徳（　　　　） 

佐　藤　俊　三（　　　　） 

大　場　千賀子（　　　　） 

みつろう 
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届出 
不要 

届出 
必要 

（イ＋ロ＋ハ＋ニ）≧ー定面積 

（い＋ろ＋は＋に）≧ー定面積 

<一団の土地取引>

売る人 
 
 
甲さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

買う人 
　Ａさん 
　Ｂさん 
　Ｃさん 
　Ｄさん 

売る人 
甲さん 
乙さん 
丙さん 
丁さん 

（土地） 
（イ） 
（ロ） 
（ハ） 
（ニ） 

　買う人 
 

Ａさん 

イ 

い ろ 

に は 

ロ 

ニ ハ 

　みんなが自分勝手に土地を利用し、自分の利益 

だけを考えて投機的な土地取引を行ったらどうな 

るでしょうか？土地問題解決のためには国民のみ 

なさん一人一人に土地の公共性・社会性を守って 

いただく必要があります。 

　平成元年にできた土地基本法は、土地対策を進 

めていくにあたって、国民共通の認識とすること 

が必要な基本的な４つの考え方を土地についての 

基本理念として定めています。 

�　土地については公共の福祉が優先します。 

�　土地は適正な計画に従って利用されなければ 

　　なりません。 

�　土地は投機的な取引の対象にしてはなりませ 

　　ん。 

�　土地の価格が道路・鉄道の整備や、人口・産 

　　業の動向などによって増加する場合には、そ 

　　れによって得られた利益に応じ、適当な負担 

　　が求められるべきです。 

　国土利用計画法はこうした考え方に基づき、土 

地の投機的取引や地価の高騰を抑制し乱開発を防 

ぐため、土地取引について届出制を設けています。 

一定面積以上の土地の取引をした時は、この法律 

により知事等に届け出なければならないことに 

なっています。 

【届出をしないと】 

　契約をした日から２週間以内に届出をしな 

かったり、偽りの届出をすると、６ヶ月以下 

の懲役又は100万円以下の罰金に処せられる 

ことがあります。 

【届出の必要な土地取引とは】 

　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、代物弁 

済、共有持分の譲渡、地上権・賃借権の設定・ 

譲渡、予約的完結権、買戻権等の譲渡などを 

いいます。 

■届出の必要な土地取引 

　国土利用計画法に基づく土地取引については、 

原則として、契約（予約を含む）締結後に届出が 

必要です。 

　届出の必要な土地取引は、都市計画区域内では 

5,000㎡以上、都市計画区域外では10,000㎡以上 

の取引です。（当町内は全域10,000㎡以上です。） 

　また、一筆で5,000㎡、10,000㎡を超えるもの 

はもちろんですが、一筆以上のもの（一団地）で 

も総面積でその面積を超えるものであれば届出が 

必要となります。 

■契約から届出まで（事後届出制） 

　土地売買等の契約をした時は、権利取得者（売 

買の場合であれば買主）は、取引価格や利用目的 

を書いた知事あての届出書に必要な書類を添付し 

て、契約を結んだ日から２週間以内に土地の所在 

する市町村役場へ届け出て下さい。 

　届出を受けた知事は、利用目的を審査し、不適 

合と認めたときは、利用目的の変更を勧告し、そ 

の是正を求める場合があります。 

■届出に必要な添付書類 

①当該届出にかかる土地売買等の契約書の写し、 

又はこれに代わるその他の書類 

②土地の位置を明らかにした地形図（縮尺１/ 

50,000以上のもの） 

③土地及びその付近の状況を明らかにした図面 

（縮尺１/5,000以上のもの） 

④土地の形状を明らかにした図面 

⑤土地の面積の実測の方法を示した図面 

◇詳しいお問い合わせ、窓口は 

役場まちづくり課 企画財政班　�（32）2111  内線312

注　　意 

 カメラファンの間で根強い人気の輓馬大会写真コ

ンクール。年々応募作品が増え、審査も激戦となっ

ています。どんどんご応募下さい。 

題　材／当日撮影した輓馬競技及び馬、人、自然に

　　　　関する作品 

サイズ／カラープリントキャビネ版以上四つ切りワ

　　　　イドまで。スライド又はデジタルの方はプ

　　　　リントしてご応募下さい。 

　賞　／グランプリ１点、優秀賞３点、入賞３点 

〆　切／７月６日必着 

その他／応募作品は審査終了後、若あゆ温泉などに展示

　　　　いたしますので是非ご覧下さい。 

申込み・問い合わせ／〒999－4601 

　　　　　　　　　　山形県最上郡舟形町舟形２６３ 

 　　　　　　　　　舟形町役場振興課農業観光班 

　　　　　　　　　　�　　　　　　　　　　�（32）2111（内線421） 

第18回輓馬写真コンクール開催 

会 場／一の関河川公園 

日 時／6月3日（日） 
　　　  　 <午前９時～>

雨天
決行
 

第２１回東北輓馬競技舟形大会 第２１回東北輓馬競技舟形大会 第２１回東北輓馬競技舟形大会 

＜会場案内図＞ 
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.

渡　辺　一　茂 
（舟形中学校１年） 

楽しかった小笠原 

八　鍬　　悠（舟形小学校　６年） 

最高の思い出 

体験ク
ルーズ体験ク
ルーズ体験ク
ルーズ

　私は、３月26日から31日まで体験クルーズで

小笠原に行ってきました。 

 私には、小笠原に行く時に一つだけ不安があ

りました。それは「友達がたくさんできるか」

ということです。 

 でも、仙台駅に着くとすぐに３人の友達ができ 、

とても嬉しかったです。仙台駅から、新幹線に

乗って東京に着くと、今度は船で移動です。で

もこの日の海はとても荒れていて、船が上下左

右に揺れ、気持ちが悪くなってしまい、とても

大変でした。 

 小笠原の海はエメラルドグリーンに輝いてい

てとても感動しました。ホエールウォッチング

では、初めてザトウクジラを見ました。目の前

で見る大きなザトウクジラはとても迫力があって、

会えてとても嬉しかったです。 

 船の中でも友達がいっぱいできてよかったです 。

その中でも一番友達になったのは埼玉県の人です。 

 小笠原に行って県外の友達がたくさんできた

こと、きれいな海を見たことなど、素晴らしい

経験がたくさんできました。一生の思い出にし

たいです。 

B&G
小笠原へ 
GO  
 

３月26日～31日 
中央がわたし 

お ハ ガ キ 紹 介  

納付方法一覧 

納税組合員の方 納税組合員以外の方 
納 付 方 法  

現金納付 口座振替 現金納付 口座振替 

ＪＡ・銀行 

郵　便　局 

○ 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

平成19年６月に発送する町県民税納税通知書の中に説明書が封入されますのでご確認下さい。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課  税務国保班　�（３２）２１１１（内線 333，334） 

国から地方への税源移譲によって、 

所得税（国税）は１月から納税額が変わりました。 
住民税（地方税）は６月から納税額が変わります。 
合計した年額の 
納税額は変わら 
ないわ。税源移 
譲は増税じゃな 
いってことね。 
 

今月の所得税は 
少ないな。でも、 
６月から住民税 
が増えるんだね。 
 

年額の納税額は 
基本的に 
変わりません！ 

税源移譲では 
所得税と住民税を 
合わせた 

「広報ふながた平成19年１月号」に改正内容を詳しく掲載しておりますので、ご確認下さい。 

平成19年から 

あなたの住民税が 
変わります。 
※住民税とは、県民税と町民税を合わせたものです。 

給与明細書 

支給額 

控除額 

基本給 

通勤手当 

所得税 

住民税 

 ３月26日から31日にかけてＢ＆Ｇ体験クルー

ズに参加しました。28日の活動予定は、ビーチ

アクティブやライフセービングなどとてもワク

ワクする活動ばかりだったのに、海がしけてい

て活動は中止になってしまいました。 

 その代わり、船

内で歌や踊り、映

画やゲームなどの

レクリエーション

をしました。 

 ２日目、昨日の

荒れた天気が一転、

晴天となりました。僕たちの組は、午前中にシ

ョッピングやライフセービング、カヌーや島か

るたをしました。 

 午後からの野外活動で大神山トレッキングに

出かけました。そこでは“タコの木”や“ガジ

ュマル”、“ハイビスカス”など南国の植物をた

くさん見ることができました。その頂上には防

空壕があり、その中の階段を登ると小笠原を一

望できる展望台があり、絶景を見ることができ

ました。 

 そして、ホエールウォッチングでは、ザトウ

クジラ６匹の群れに会い、潮吹きやジャンプな

ど見ることができました。 

 東北では決して

体験できない多く

の体験をこれから

生活に役立てて生

きたいです。 

税からの 
お知らせ 

質
問 

　
税
金
の
納
入
に
つ
い
て
、
郵
便
局
か
ら
も

支
払
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
長
沢
、
堀
内
支
店
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
舟
形
支

店
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
納
付
で
き
な
い
の
で

す
か
？ 

 

回
答 

　
税
金
の
納
入
に
は
各
町
内
会
の
納
税
組
合

を
通
じ
て
納
入
い
た
だ
く
場
合
と
納
税
組
合

に
加
入
せ
ず
に
直
接
町
へ
納
入
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

納
税
組
合
員
以
外
の
方 

　
郵
便
局
で
も
現
金
で
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
し
、
口
座
振
替
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
現
金
納
付
の
場
合
は
払
込
取
扱
票
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
る
場
合
は
送

付
い
た
し
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
郵
便
局
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
堀
内
出
張
所
及
び
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。 

納
税
組
合
員
の
方 

　
現
在
、
納
税
組
合
を
通
じ
て
の
口
座
振
替

は
、
「
新
庄
も
が
み
農
協
舟
形
支
店
」
と
舟

形
町
内
の
「
き
ら
や
か
銀
行
（
旧
殖
産
銀
行
）

新
庄
支
店
舟
形
出
張
所
」
の
口
座
で
お
願
い

し
て
い
ま
す
。 

　
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

ほとんどの方は、 
１月から 
所得税が減っています。 

ほとんどの方は、 
６月から 
住民税が増えます。 

3そのその 3その 
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ふ
な
が
た
写
真
館

ー
舟
形
中
学
校
運
動
会 

春風 

広告 

最上郡舟形町長沢6831　TEL.0233-32-8064
E-mail　f-mush@vega.ne.jp　http://www.f-mush.com/

広告 

〒996－0041　新庄市大字鳥越字玉の木1899－13　TEL.0233－23－1106  FAX.0233－23－4008  AM9:00̃PM6:30

有
限
会
社 

仏花・花束・鉢花・観葉植物・ガーデニング・庭木 
生花・花輪・盛籠・仏壇・仏具・返礼品 

葬儀一式  寝台搬送  24時間受付 

フリーダイヤル 0120－30－1106

オレの勝ちだ!!オレの勝ちだ!!

ちびっこレースだよ ちびっこレースだよ 

リレーは青組がもらった!!リレーは青組がもらった!!

明日に向かって
ヨーイ・ドン

明日に向かって
ヨーイ・ドン 

明日に向かって
ヨーイ・ドン 

４人息を揃えて、ジャンプ ! 元気に行進 !!

ちょっと休憩 

１点差で逃げ切ったぞ １点差で逃げ切ったぞ 

バトンのかわりに大根持って バトンのかわりに大根持って 

男と男の戦いだ ! !

フレーフレー青組、ファイトだ　ファイトだ　青組 ! !

それ引け、負けるな!! キャッチ ザ フラッグ 

赤組最高 ! !

　
４
月

　
４
月
29
日
、
舟
形
中
学
校
運
動
会
が

日
、
舟
形
中
学
校
運
動
会
が 

「
春
風

「
春
風 

新
た
な
風
を
今
こ
こ
に

新
た
な
風
を
今
こ
こ
に
」
の
」
の 

テ
ー
マ
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

テ
ー
マ
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。

し
た
。 

　
４
月
29
日
、
舟
形
中
学
校
運
動
会
が 

「
春
風 

新
た
な
風
を
今
こ
こ
に
」
の 

テ
ー
マ
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 
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（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

新庄警察署からのお知らせ 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
６月の若あゆ温泉の休館日は、６月13日（水）、27日（水） 

町内でタバコ購入によるタバコ 
税の収入は1,480,689円（４月分） 

 

愛
ら
し
く
雑
木
の
中
に
咲
く
こ
ぶ
し
春
の
い
ぶ
き
に
包
ま
れ
な
が
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

戸
惑
い
し
曾
孫
の
キ
ス
の
せ
が
み
寄
り
誕
生
五
十
日
婆
は
嬉
し
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

里
に
来
て
広
き
田
圃
の
畦
に
立
ち
し
ば
し
蛙
の
声
を
聴
き
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

泥
の
田
に
細
き
脚
埋
め
白
鷺
は
静
か
に
立
ち
て
風
に
吹
か
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

卒
寿
過
ぐ
僧
侶
の
あ
げ
る
心
経
の
声
澄
み
通
り
五
臓
に
沁
み
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
友
に
性
あ
り
話
す
人
聞
く
人
の
ゐ
て
会
は
ま
ろ
や
か 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

投
票
箱
に
一
票
投
じ
し
老
人
の
両
手
合
わ
せ
て
祈
り
去
り
ゆ
く 

―

テ
レ
ビ
に
て
―

　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

唐
突
に
母
を
亡
く
し
て
今
に
生
き
老
夫
看
取
る
さ
く
ら
の
季
を 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

縄
張
り
も
棲
み
家
も
追
は
れ
熊
が
抗
議
木
友
山
道
糞
盛
り
上
げ
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

風
雪
に
耐
え
て
花
咲
く
相
生
い
の
梅
の
古
木
に
注
ぐ
春
の
陽 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
さ
く
桜
花
散
る
は
な
」
】 

こ
こ
か
し
こ
い
づ
く
も
桜
花
の
花
の
れ
ん
校
歌
う
た
ひ
か
へ
る
女
孫
一
年
生 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

芽
吹
き
し
む
色
彩
へ
わ
た
る
関
山
の
た
だ
中
の
一
樹
山
桜
花 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

葉
が
い
で
て
重
な
る
よ
う
に
桃
色
の
花
咲
く
ふ
し
ぎ
お
お
や
ま
桜 

「
東
京
友
の
会
」よ
り
寄
贈
の
桜
木
。
満
開
時
に
葉
桜
の
様
な
不
思
議
な
桜
木
。 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

讃
へ
あ
ふ
大
樹
ひ
と
も
と
八
重
桜
青
下
ダ
ム
の
若
き
休
日 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

そ
こ
こ
こ
に
宴
に
ぎ
わ
ふ
夜
桜
や
月
も
か
が
よ
ひ
す
こ
し
花
冷
え 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

風
花
の
ひ
か
り
の
中
に
舞
ひ
あ
そ
ぶ
旅
の
記
念
の
八
重
し
だ
れ
桜
花 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

夜
半
め
ざ
め
見
あ
ぐ
る
中
空
に
咲
き
満
つ
花
の
い
の
ち
散
る
こ
の
世
の
一
秒 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   
母
の
手
に
幼
温
も
る
春
日
和 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

春
愁
や
「
花
に
嵐
」
の
地
方
選 

―
長
崎
市
長
選
に
寄
せ
て
― 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

雪
代
を
集
め
最
上
の
川
太
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

鳥
帰
る
湖
畔
靜
か
な
水
鏡 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

新
し
き
鍬
の
手
応
へ
春
の
土 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

恙
な
く
生
き
て
桜
の
下
く
ぐ
る 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

木
々
芽
吹
く
山
の
彩
り
杉
木
立 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

色
ち
が
ひ
友
と
買
ひ
を
り
春
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

月
山
の
神
を
動
か
す
桜
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

燕
来
て
何
や
ら
楽
し
話
し
か
け 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

裏
山
の
新
芽
と
共
に
長
生
き
だ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
倉
　
金
　
巳
喜
雄
（
光
生
園
） 

青
空
に
あ
っ
た
人
生
五
月
晴
れ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

減
反
の
畔
に
色
ど
る
蕗
の
苔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

蕾
か
ら
み
ち
の
く
桜
咲
き
誇
れ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

売
店
の
ウ
イ
ン
ド
を
飾
る
桜
餅 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

桜
待
ち
見
上
げ
る
空
に
雲
ひ
と
つ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
由
美
子
（
光
生
園
） 

巣
立
ち
行
く
わ
が
子
の
背
中
逞
し
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
今
　
田
　
良
　
子
（
光
生
園
） 

ま
ろ
や
か
な
自
然
の
花
や
桜
色 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
安
　
達
　
直
　
美
（
光
生
園
） 

南
か
ら
風
が
運
ぶ
や
花
便 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
北
　
田
　
修
　
嗣
（
光
生
園
） 

つ
く
し
か
ら
襷
を
つ
な
ぐ
梅
桜 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
石
　
山
　
美
　
幸
（
光
生
園
） 

風
つ
れ
て
宙
を
舞
た
る
花
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

雨
し
と
し
と
大
樹
の
下
の
芽
吹
き
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

廃
校
の
庭
に
万
朶
の
花
ゆ
れ
て 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

翁
草
陽
翳
り
密
と
庭
の
奥 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

突
風
に
落
花
一
片
髪
か
ざ
る 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

東
風
吹
い
て
新
幹
線
の
陽
の
光
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 

 

 

　ドラッグ教育（ダメ！ゼッ
タイ！）では、解決しない。 
　なぜ人間はドラッグに関心
を持ってしまうのか。ドラッ
グと人間との深い歴史、どん
な危険性があるか、逮捕され
るとどうなるのかをリアルに、
解説。 

　４つのひみつを知れば、仏
像ってこんなにおもしろい！ 
　簡単に、おおまかに、でも
しっかりと仏像のひみつを説明。
これからお寺や博物館で仏像
に出会うのがとても楽しくな
るでしょう。 

こ
ど
も
の
た
め
ド
ラ
ッ
グ
大
全 

　
　
　
　
　
（
深
見
　
　
填
　
著
） 

仏
像
の
ひ
み
つ 

　
　
　
　
　
　
（
山
本
　
　
勉
　
著
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

 

         

      

▼
所
在
地
／
舟
形
町
堀
内
字
堀

内
（
堀
内
小
学
校
近
く
分
譲
地
） 

▼
地
目
／
宅
地 

▼
面
積
／
４
５
３
．２
８
㎡ 

▼
売
却
価
格
／
４
，４
６
４
，８

０
８
円
（
㎡
単
価
９
，８
５
０
円
） 

▼
申
込
期
間
／
５
月
28
日（
月
）

〜
６
月
５
日（
火
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
） 

▼
申
込
条
件
／
住
民
税
等
の
滞

納
の
な
い
方 

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
す

る
方  

破
産
者
で
な
い
方  

▼
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
町
役
場

担
当
課
の
他
、
各
出
先
機
関
に

も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

▼
売
却
の
決
定
方
法
／
申
込
期

間
中
２
名
以
上
の
申
込
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。 

▼
土
地
の
引
渡
し
／
分
譲
の
金

額
が
納
入
後
、
登
記
の
手
続
き

を
行
い
ま
す
。
（
登
記
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
） 

▼
売
却
の
際
の
条
件
／
５
年
間

は
第
三
者
に
転
売
し
な
い
で
下

さ
い
。 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
舟

形
町
役
場
振
興
課
地
域
整
備
班

�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
431
） 

　　　平成19年度警察官採用試験のご案内 
▼年齢・学歴／昭和53年４月２日から平成２年４月１日までに 

　生まれた方で、大学を卒業した方又は、平成20年３月31日ま 

　でに卒業見込みの方。 

▼申込み期間／６月１日（金）～25日（月） 

▼１次試験日／７月８日（日） 

▼申込み・問い合わせ／新庄警察署　�（22）０１１０ 

 昨年度から、町では人件費における時間外勤務手当の抑制を図

るために、通常８時30分から午後５時15分まで（正規の勤務時間）

の８時間の勤務時間を変則的に割り振りして設定し、時間外手当

の抑制に取り組んでいます。各担当課での事務事業における事業

周知のための集落説明会などは、どうしても夜間の町民が集まり

やすい時間帯に設定しています。こうした正規の勤務時間外での

業務時間分を平日に休暇時間として割り振り対応してきました。

昨年度はその取り組みにより人件費が効果的に抑制されてきてい

ます。詳しい内容は、今年９月の決算議会を経て12月に町ホーム

ページで公表することとしています。 

　今年度も昨年同様、正規の勤務時間以外の時間（早朝、夜間、

休日、祝祭日）に勤務した場合は、平日に振り替えて休みを与え

ることとし、そのことで時間外手当の発生を抑制します。 

　ついては、職員が平日に役場に勤務しない職員が出てきますが、

こうした勤務体制で時間外勤務手当の抑制に努めていることを町

民の皆様方にご理解いただきたくお願いします。 

振替勤務にご理解を 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

た
ん
ぼ 

さ
が 

お
い
づ
ま 

は
　
な 

そ
　
ら 

お
さ
な う

た
げ 

ば
　
な 

は
　
な 

こ 

い
ろ
さ 

と
き 

ば
ば 

堀
内
宅
地
分
譲
地
の
公
募 

の
お
知
ら
せ 

今月の納期 

◆町県民税（１期） 

納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

7月2日（月）まで 

●農村環境改善センター 

県道新庄次年子村山線 

売却地 

堀内橋 

至実栗屋 

至富田 

至松橋 

○堀内小 

瀬脇 

文 

＜図－１＞ 

毎年クマに襲われる事故がこの 
時期に多発しています。 
山に行かれる際などは十分注意 
して下さい。 

熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 熊を射止める実栗屋地区民（昭和10年頃） 

クマにご注意!!

21｜広報ふながた19.5 広報ふながた19.5｜20



町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

◆現在の職業は‥‥‥‥‥ 
 
 
 
◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥ 
 
 
◆趣味は‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 
◆休日は‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 
 
◆どんな異性がタイプ‥‥ 
 
◆結婚後はどうしたい‥‥ 
 
◆これからどんな町に‥‥ 
　なって欲しい 

新庄市の工場でパソコンの部品を製造してい 
ます。今年で２年目になりますが、仕事は大 
変おもしろいです。 
 
いろんな国を旅行したいです。今のところまだ 
海外へは行ったことがありません。 
 
ショッピングです。 
 
炊事、洗濯、掃除など家の仕事は何でもこな 
します。でもたまにデートもしますよ�。 
 
男らしくて力強い人が理想です。 
 
ずっと舟形町に住んでいたいです。 
 
舟形町は自然が多くて素敵なところなので、 
このままの姿でいて欲しいです。 

         

　
こ
ん
に
ち
は
！
ミ
ス
若
鮎
の
古
川
照
美
で

す
。
暦
の
上
で
は
も
う
初
夏
。
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
は
四
季
の
中
で
春
か
ら
初
夏
の
こ
の
季

節
が
一
番
大
好
き
で
す
。
新
緑
の
美
し
い
緑
、

遠
く
の
山
々
に
は
ま
だ
残
雪
が
あ
り
、
田
ん

ぼ
に
も
苗
の
緑
、
こ
の
景
色
に
は
本
当
に
癒

さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
の
シ
ー
ズ
ン
は
山
菜
が
旬
を
迎

え
て
い
ま
す
ね
。
私
は
山
菜
が
大
好
き
で
、

タ
ラ
の
芽
、
こ
ご
み
、
ウ
ド
、
ワ
ラ
ビ
、
フ

キ
な
ど
、
山
菜
料
理
を
た
く
さ
ん
堪
能
し
て

い
ま
す
。
山
菜
は
春
か
ら
初
夏
の
こ
の
時
期

し
か
食
べ
ら
れ
な
く
て
、
期
間
限
定
で
す
ご

く
贅
沢
で
す
よ
ね
。 

　
さ
て
、
５
月
と
い
え
ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
ま
し
た
か
？
旅
行
や
温
泉
に
行
か
れ

た
方
も
た
く
さ
ん
い
た
か
と
思
い
ま
す
。 

 

　
私
は
友
人
の
い
る
長
野
県
安
曇
野
と
松
本

へ
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
住
ん
で

い
る
福
島
県
か
ら
は
だ
い
ぶ
遠
く
、
列
車
で

の
長
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。 

　
安
曇
野
で
は
自
転
車
を
借
り
て
１
日
中
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
天
気
も
良
か
っ
た
の
で
、

本
当
に
最
高
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
し
た
！
新

緑
に
田
園
風
景
、
レ
ン
ゲ
の
お
花
畑
、
雪
化

粧
し
た
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
、
小
川
の
水
も
透

き
と
お
っ
て
い
て
感
動
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

絵
に
書
い
た
よ
う
な
景
色
で
、
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
信
州
と
い
え
ば
、
蕎
麦
が
有
名
で

す
が
も
ち
ろ
ん
食
べ
て
き
ま
し
た
よ
。
信
州

の
蕎
麦
は
香
り
が
強
く
て
、
本
当
に
お
い
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
松
本
市
で
は
四
大
国
宝
の
一
つ
の
松
本
城

や
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
開
智

学
校
な
ど
の
観
光
名
所
も
見
て
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
こ
と
も
あ
り

す
ご
い
人
で
し
た
が
、
そ
の
迫
力
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。
舟
形
町
か
ら
は
若
干
遠
い

で
す
が
、
本
当
に
お
す
す
め
の
観
光
地
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
、
田
植
え
や
山
菜
採
り
な
ど
外

で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま
す
ね
。
お
体
に
は

十
分
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 

通信通信  通信  

総務課　No.266
６月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

14日（木） 

13日（水） 

12日（火） 

４月２日～５月１日届出分 

経壇原 

洲　崎 

太　折 

舟形４ 

舟形１ 

福寿野 

90（義　晴） 

58（広　人） 

84（　洋　） 

83（　孟　） 

72（ハツヨ） 

72（重　夫） 

大場もとゑ 

木島　義朗 

庄司　　充 

伊藤　忠明 

阿部　　昭 

原田　浅夫 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,235人 

：3,471人 

：6,606人 

：1,911世帯 

（－２） 

（－11） 

（－13） 

（＋２） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,603人 
女性　2,838人 計5,441人 

(３／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

5
31

 

洲　崎 

　野 

大　平 

小野　良太 

石川晋乃介 

斎藤　剣心 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

りょうた 

しんのすけ　　  

けんしん 

和　好 
美津江 

□お誕生おめでとう ◆ 

顕　文 
真　紀 

慎　也 
典　子 

長者原 

大　平 

（相馬）武彦 
 伊藤　香菜 

□ご結婚おめでとう ◆ 

 

交通安全協会舟形支部・舟形町交通安全母の会　平成１９年度定例総会を開催 

作り方 

①油揚げは油抜きをして半分に切り、開く。 

②みそ、すりごま、みりん、砂糖、しょうゆを混ぜる。 

③８枚になった油揚げの４枚の内側に②であわせたみそをぬり、 

　残りの４枚の内側には梅肉をぬる。 

④③の上にご飯を均一に広げ、青じそをはさんで半分に折る。 

⑤両面を強火のグリルで約４分焼く。 

⑥斜め半分に切って器に盛って完成。 

▼問い合わせ／舟形町町民課健康班　�（32）2111（内線351） 

和
風
サ
ン
ド 

おいしく
 

食べて 

健康に 

材料（４人分）  

油揚げ‥‥‥‥‥‥‥ 

みそ‥‥‥‥‥‥ 

すりごま（白）‥‥ 

みりん‥‥‥‥‥ 

 

４枚 

大さじ２ 

大さじ１ 

大さじ１ 

砂糖‥‥‥‥‥‥ 

しょうゆ‥‥‥ 

梅肉‥‥‥‥‥‥‥ 

ご飯‥‥‥‥‥‥‥ 

青じそ‥‥‥‥‥‥‥ 

小さじ２ 

小さじ１/２ 

30ｇ 

480ｇ 

８枚 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

斉藤　渚さん（20歳） 

Vol.79Vol.79

５月８日の舟形町食生活改善推進協議会研修会で調理しました。 

◇子どもと高齢者の交通事故防止 

◇人も車も自転車も交通マナーアップ 

◇後部座席を含むシートベルト・チャイルド 
　シート着用の徹底 

◇飲酒運転の徹底追放 

◇交通安全は家庭から 

交通事故が多発する危険箇所に安協舟形 
支部の役員が事故防止看板を設置 

　町民一人ひとりが交通安全に対する考え方・取り組みを見直 

し、交通安全意識と交通マナーの向上を図りながら、安全で安 

心して住める「舟形町」の実現を目指すことを確認しました。 

平成19年度の重点推進事項 
camera

  angle
camera

  angle

今年成人式を迎えます！ 今年成人式を迎えます！ 

（
福
島
県
） 

23｜広報ふながた19.5 広報ふながた19.5｜22
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３
月
に
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
に
入
門

し
た
「
琴
奥
山
」（
奥
山
翔
太
さ
ん
、

福
寿
野
出
身
）が
、
両
国
国
技
会
で

行
わ
れ
て
い
る
五
月
場
所
で
初
土

俵
を
踏
み
ま
し
た
。
早
く
幕
内
に

上
が
れ
る
よ
う
、
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
５
月
中
旬
、
仙
台
市
の

中
学
生
が
教
育
旅
行
で
舟
形
町
を

訪
れ
、
民
泊
を
体
験
し
ま
し
た
。

民
泊
に
詳
し
い
方
の
話
で
は
「
73

軒
は
普
通
集
ま
ら
な
い
よ
。
す
ご

い
地
域
力
だ
ね
。」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

舟
形
町
の
底
力
だ
と
私
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
内
山
地
区
の
あ
い
さ
つ
橋
近
く
に
、
50
匹
以
上
の
鯉
の
ぼ

り
が
お
目
見
え
し
、
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
内
山
地
区
の
有
志
で
構
成
す
る
「
川
山

を
愛
す
る
会
（
伊
藤
春
雄
会
長
）
」
が
あ
げ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
同
会
は
平
成
17
年
度
に
県
の
河
川
ア
ダ
プ
ト
事
業
へ
参
加

を
き
っ
か
け
に
発
足
し
ま
し
た
。
魚
の
住
み
や
す
い
川
、
町

民
の
心
を
癒
す
川
を
目
指
し
、
小
国
川
周
辺
の
草
刈
り
や
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
餅
つ
き
や
ソ
バ
打
ち
な
ど
の
親
睦
も
、
地
域
づ
く
り

に
は
重
要
と
盛
ん
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
大
水
な
ど
に
よ
り
倒
れ
た
柳
の
木
を
切
る
作
業

を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
川
の
中
に
倒
れ
て
い
た
柳
を
取
り

除
く
作
業
の
際
は
、
全
員
首
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
取
り
除
く

な
ど
気
合
い
十
分
。
自
分
が
子
供
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
小
国
川
を
、
少
し
で
も
き
れ
い
に
し
た
い
と
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
「
川
に
ご
み
を
捨
て
る
人
が
い
る
限
り
、
皆

で
協
力
し
て
活
動
を
続
け
る
。
日
本
で
10
本
の
指
に
数
え
ら

れ
る
美
し
い
川
を
目
指
し
た
い
。
」
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。 

 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

川
山
を
愛
す
る
会
（
内
山
地
区
） 

』 

シリーズ　地域のちから その� 
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